
　 （1）毎日の検温により体調を把握・管理することで、各種感染症防止に努める。
　企業理念である「安全は全てに優先する」を基に、我々株式会社日栄グループから労働災害を発生させないように （2）社員の健康状態把握に努め、心身の健康づくりに向けたフォロー活動を実施する。
「仲間の作業が安全であるか？」「仲間の作業が適切であるか？」を全ての作業員がお互いの敬い安全で働き易い （3）個人情報や社内機密の管理・保護に対する意識を高め、セキュリティリスクの低減に努める。
職場環境を関係社員全員の協力により実現し労働災害を撲滅する。

（5）毎日の飲酒チェックの管理、徹底により飲酒運転を防止する。
1 ダイバーシティの推進　（多様性をめざして）

(1)　社会構造の変化により、様々な業種で人手不足が起きている中、多様な人材を受容できる体制を （1）お互いを気づかい、積極的な挨拶と一声かけを推進し、ヒューマンエラーの未然防止に努める。
　　　構築し、ダイバーシティ(女性・障害・高齢者・国籍の多様性）を推進する取り組みを展開する。 （2）新たな化学物質規制見直しに伴い、適正な保護具の使用、作業記録の自立的な管理に
(2)　建設業働き方の改革による勤務時間の上限規制に対応すべく、ダイバーシティの推進を進め若者の 　　　　向けた、体制の確立を目指す。
　　　働き甲斐を感じられる職場環境の実現に向け引き続き取り組む。 （3）工事計画の制度を高め、進捗状況を確認しながら柔軟な対応と確実な原価管理を行う。

（4）社内機密情報・個人情報に対する管理徹底を図る。
2 安全衛生管理の意識向上

(1)　従業員一人ひとりまで「伝えた」ではなく「伝わった」ことを意識した安全管理及び情報共有の実施。 （1）電動工具や保護具の使用方法の再確認や、朝礼時のKY・ヒヤリハットの実施を確実に行い
　　　委託・請負先との対話活動による安全への思いの共有及び安全管理への理解浸透を図る。 　　　  労働災害を根絶する。

（2）夏季作業時に限らず、水分・塩分の補給や適宜休憩を実施し熱中症対策を強化する
3 健康的な生活習慣の確立 　　　　とともに、引き続きコロナ・インフルエンザ対策を行い、作業員の健康管理に努める。

(1)　心と体の健康づくりを目指し、メンタル不調の発生しない風通しが良く、働きやすい快適な職場環境
　　　づくり。また、健康診断のフォローを実施し心身の健康維持に努め、ワークライフバランスの充実を図る。 　　　　施工方法を確立し、施工品質の向上を図る。

（1）通勤時・製錬所への移動・構内での安全運転の遂行。事務所廻り・構内での車両後退時の
4 情報セキュリティ対策 　　　誘導員の配備の徹底。荷台への昇降・荷台からの墜落に対する安全対策への実施。

(1)　デジタル化に伴い生じる新たなリスクへの対応を行い、情報セキュリティへの意識向上を図る。 （2）作業環境に応じた保護具着装と、道工具・保護具の点検・整備。
　　　個人情報保護法を厳守し、情報資産について対策ソフト強化、規約内容の教育により対策を行う。 （3）今期の定修を含め、先々の工事内容の情報を共有し、事前の材料の段取りと工程の確認

　　　行うことで作業員が慌てる事の無い現場作りを行う。
（4）物価高騰により、備品関係の節約・材料発注の適正化に努める。

　　安全・品質不適合ゼロの達成 ! （1）作業員全員が作業内容を把握し、作業前の現地危険予知活動等を実施し、その現場に
　　　　合った安全対策を実施する。

　　交通違反・災害ゼロの達成 ! （2）使用機械等の作業前点検を行い、機械トラブル、災害の無いようにする。
（3）全員が安全意識を高め、声の掛け合いにより、安全を確認する。
（4）日々の健康管理をし、熱中症やインフルエンザ等にならない様努める。

（1）部門の垣根を超えた人材の流動化に取り組む。
（2）「無記名ストレスチェック」で職場環境改善の実践。
（3）通勤・移動時の交通事故、未然防止に努める。
（4）社内や家庭にて、無理のない範囲で節電・省エネへの取組みを行う。
（5）三大災害防止の墜落・転倒災害防止に向けて墜落防止用設備など安全設備の完全設置
　　　　に努め危険リスクの芽を取る創意工夫を実行する。

「ご安全に！」仲間を思う合言葉

組織で取り組むゼロ災、不適合ゼロの達成を目指そう！

　■　安 全 スローガン

日栄企業理念

「企業は人なり」「安全第一」を基本に世の中に素晴らしい物を残し地域社会に貢献する。
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令 和 5 年 6 月 1 日

　　　　　　 株式会社日栄安全衛生計画

令和5年度

（3）石綿関連法改正内容を部内で把握・共有することで、石綿事前調査内容の充実と安全な。
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（2023年）

　■　部 門 別 実施重点事項 及び 重要優先課題
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■　安　全　活　動　方　針

（4）車両管理や安全運転に対する意識を高め、年間無事故・無違反の目標を達成する。

安全・品質不適合ゼロの達成！

交通違反・事故ゼロの達成！


